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PRESS RELEASE  2018/1/17   
 

 
 
 

「チームラボと考える未来のコネクティッド・カー」 
（アイディアソン）を開催 

 
 

【概要】 従来は主にパソコン等に接続されていたインターネットが，それ以外の機械類等に接続され
る IoTの進展により，コネクティッド・カーが登場しました。コネクティッド・カーとはインタ
ーネット通信技術を搭載した車で，センサーにより周囲の状況など様々な情報を分析・解析し，
新たな価値の提供につなげています。 
今回のアイディアソンでは，社会人と学生が連携しながら車のビッグデータを活用して，新た

な可能性を切り拓くスマホ・タブレットアプリの開発について考えます。（アイディアソンはア
イディアとマラソンの造語で，特定のテーマについてグループ単位でアイディアを出し合い，そ
れをまとめていく形式のイベント） 

【趣旨】 本イベントを，未来のコネクティッド・カーにつながるスマホ・タブレットアプリの開発によ
る道内 IT企業やものづくり企業，関連企業の活性化につなげ，地域振興に貢献します。 

 
【日  程】 2018年 2月 24日（土）  15:00~19:15 

※ 申込み多数の場合，2月 25日（日）に同時刻，同会場で追加開催予定 
【場  所】 小樽商科大学 札幌サテライトキャンパス 

（札幌市中央区北 5西 5-7 sapporo55ビル 3階） 札幌駅北口より徒歩 3分 
【主  催】 北海道大学，チームラボ株式会社 
【対  象】 「コネクティッド・カー」の未来に興味がある社会人・学生 
【募集人数】 40人 
【参 加 費】 無料 
【言  語】 日本語 
【プログラム】 ① ブレインストーミングとアイディアの要約及び中間発表 

② フィードバックとブラッシュアップ，プレゼンテーションと表彰 
【申込方法】 詳細確認及び参加申込みは Facebook page「チームラボと考える未来のコネクティッ

ド・カー」にアクセスして行ってください。申込締切は 2月 22日（木）です。 
       Facebook以外での参加申込みは受け付けていません。 
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お問い合わせ先 
北海道大学産学・地域協働推進機構 末富（すえとみ）（特任教授），福田（ふくだ） 
ＴＥＬ 011-706-9560   ＦＡＸ 011-706-9550 
メール suetomi@mcip.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ http://www.mcip.hokudai.ac.jp 

配信元 
北海道大学総務企画部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8条西 5丁目） 
ＴＥＬ 011-706-2610   ＦＡＸ 011-706-2092   メール kouhou@jimu.hokudai.ac.jp  



～車が常時インターネットに接続すると、
札幌でどのようなビジネスが生まれるか？～

IoTの進展に伴い、車がネットワークにつながったコネクティッド・カーが登場しました。コネクティッド・カーの
普及は、ライドシェアやカーシェアのような車の新しい使い方にも変化を及ぼしつつあります。集められたビッグ
データが新たなサービス・ビジネスを創出しようとしています。

今回のアイデアソンでは、「コネクティッド・カーを中心としたビッグデータの全体像・未来像」のインプットを
材料に、新しい可能性を切り拓く新しいスマホ・タブレットアプリを考えます。

エンジニア、デザイナー、プランナーを問わず、「コネクティッド・カーの未来」に興味がある方ならどなたでも
参加可能です！

「チームラボと考える未来のコネクティッド・カー」

2017年度 札幌IOT起業家トレーニングキャンプ～事業創生アイディアソン～

開催日時 2018年 2月24日(土)※ 15：00～19：15
（※申し込み数が募集人数を大幅に超過した場合、2月25日に追加開催）

会 場 小樽商科大学札幌サテライトキャンパス
（札幌市中央区北5条西5-7 sapporo55ビル3階）

対 象 「コネクティッド・カーの未来」に興味がある
社会人・学生

定 員 40名 参加費 無 料

申込締切 2018年2月22日（木）

※ 詳細・お申し込みは、
「チームラボと考える未来のコネクティッド・カー」Facebook page にアクセス！

主 催：国立大学法人北海道大学、チームラボ株式会社 共 催：国立大学法人小樽商科大学
後 援：トヨタコネクティッド株式会社、札幌市IoTイノベーション推進コンソーシアム、

国立大学法人北海道大学大学院情報科学研究科
運 営：チームラボ株式会社、合同会社TOKZUM

文部科学省の次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXT ）の一環として実施しています
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